
平成１８年度資源評価票（ダイジェスト版）

標準和名 マダイ

学名 Pagrus major

系群名 太平洋中部系群

担当水研 中央水産研究所

生物学的特性

寿命： 10歳以上
成熟開始年齢： 3歳
産卵期・産卵場： 春季（3～6月）、沿岸域
索餌期・索餌場： 周年、沿岸域

食性：
稚魚は多毛類、端脚類、アミ類、クモヒトデなど、未成魚以降はエ
ビ・カニ類、貝類、イカ類、小型魚類など

捕食者： 大型魚類

 

漁業の特徴

太平洋中部では釣り、底曳網、定置網等により漁獲されている。遊漁の対象種としても重要で、都市部に接して遊漁
者数が極めて多いと考えられる太平洋中部においては、遊漁による捕獲量が漁業をやや上回るものと推測されてい
る。また栽培漁業の対象種として、近年では毎年およそ400万尾の人工種苗が放流されている。

漁獲の動向

遊漁を含む全漁獲量は1995年まで増加して1,733トンに達し、いったんは減少傾向に転じたものの1999年級群以降
の数年間の加入量水準が高かったことから資源状態が好転し、2003年における漁獲量は1,794トンと直近20年間で
最大となった。2005年は、1,605トンとやや減少に転じたものの高い水準を維持している。

資源評価法

年別年齢別漁獲尾数、遊漁漁獲量の各値を用い、1983年以降の年別年齢別漁獲尾数推定結果を基にPopeの近似
式を用いたコホート解析により年齢別資源尾数、初期資源量および漁獲係数を推定した。なお当歳魚は漁獲尾数推
定値にばらつきが大きく、一方で漁獲量に占める割合は小さいため、1歳以上を計算対象とした。6歳以上の漁獲係数
は5歳と同値とし、直近年の年齢別漁獲係数は年齢別利用度が最近5年間（2000～2004年）の平均値と同値となるよ
うに仮定した。

資源状態

1999年級群をはじめとした加入量の好転が資源の回復を促し、資源水準は高位となった。
資源動向は、2004～2005年に小幅な減少に転じているものの、概ね横ばいの状態にある
と判断される。しかし高水準の加入となった年級群の加齢による減少にともなって資源水準
は今後ゆるやかに減少に転じると考えられるため、近年の高い状態が持続するわけではな
いことに留意する必要がある。また2003年以降の加入量水準が低下している可能性があ
り、今後の資源動向には注意が必要である。
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管理方策

2003年以降の加入量水準が低下している可能性があることを考慮して、種苗放流に頼らない自律的な再生産関係に
おける最大漁獲量の維持を管理目標として、管理基準として「放流が無い条件下でのFmsy（＝0.39）」を採用した。
2007年において上限目標値とする漁獲係数ＦをFmsyとし、計算された1歳以上の推定漁獲量1,258トンに過去5年間
の0歳魚平均漁獲量5トンを加えた数量を2007年におけるABCの上限値（ABClimit）とした。また不確実性に配慮し、
Fmsyに安全率（＝0.8）を乗じて計算された数量をABCの目標値（ABCtarget）とした。

　 2007年漁獲量 管理基準 Ｆ値 漁獲割合
ＡＢＣlimit 1,263トン Fmsy 0.39 34％
ＡＢＣtarget 1,045トン 0.8Fmsy 0.31 28％

F値は完全加入年齢である5歳の値

資源評価のまとめ

漁業と遊漁の漁獲量がほぼ拮抗する状況にある
毎年400万尾程度の人工種苗が放流されている
1999年以降の数年間で加入量が高水準であったことにより、資源状態は好転している
2003年以降の加入量水準が低下している可能性があり、今後の動向に注意が必要である

管理方策のまとめ

現状の漁獲係数は種苗放流の条件下におけるFmsyと大差なく、乱獲の状態にはない
種苗放流に頼らない自律的な再生産関係における最大漁獲量の維持を管理目標とする

資源評価は毎年更新されます。
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